
  

甑
島
の
エ
コ
ア
イ
ラ
ン
ド
化

　市
で
は
、
甑
島
の
豊

か
な
自
然
環
境
や
水

産
資
源
な
ど
に
着
目

し
て
、
エ
コ
体
験
観
光

な
ど
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
既
存
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
調
和
し
た
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入
な
ど
、
環
境
に
最
大
限
配
慮
し
た
ま

ち
づ
く
り
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

甑
島
Ｅ
Ｖ（
電
気
自
動
車
）

　
レ
ン
タ
カ
ー
導
入
実
証
事
業

　
市
は
、
甑
島
に
電
気
自
動
車
３
台
を
導
入

し
ま
し
た
。
本
市
特
有
の
観
光
ス
タ
イ
ル
の

創
出
や
育
成
、
さ
ら
に
は
環
境
保
全
に
関
す

る
市
民
意
識
の
向
上
を
図
る
も
の
で
す
。

事
業
者
と
の
カ※

３

ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

　
市
と
レ
ン
タ
カ
ー
事
業
者
が
試
行
的
に

カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
利
用
者
か
ら

走
行
距
離
、
燃
費
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
な
ど
の

デ
ー
タ
の
収
集
や
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま

す
。

充
電
イ
ン
フ
ラ
を
整
備

　
電
気
自
動
車
の
普
及
の
た
め
に
、
市
が
里

支
所
と
長
浜
港
付
近
に
普
通
充
電
器
を
１
基

ず
つ
設
置
し
ま
し
た
。

超
小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
導
入
実
証
事
業

　
甑
島
の
エ
コ
ア
イ
ラ
ン
ド
化
実
現
に
向
け

た
普
及
啓
発
と
具
体
的
取
り
組
み
と
し
て
、

甑
島
に
超
小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
20
台
を
導
入
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
市
民
生
活
の
利
便
性
の

向
上
や
本
市
特
有
の
観
光
ス
タ
イ
ル
の
創
出

な
ど
を
図
る
も
の
で
す
。

地
域
の
新
た
な
交
通
手
段

　超
小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
は
、
高
齢
者
や
子
育

て
層
な
ど
の
新
た
な
地
域
の
手
軽
な
移
動

の
手
段
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
、
日
常
生
活
に
お
け
る
活
動
・
交
流
の
活

性
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

観
光
振
興
に
も
貢
献

　観
光
地
の
狭
い
街
路
や
街
並
み
で
の
回

遊
性
が
向
上
さ
れ
る
な
ど
、
交
通
手
段
の

一
つ
と
し
て
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
超
小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
そ
の
も
の
が
観

光
資
源
に
な
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
ま
す
。

【
車
両
貸
出
の
問
合
先
】＝

▼
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▼
五
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０

▼
親
和
レ
ン
タ
カ
ー
　
（
５
）０
３
４
７

＊
甑
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局
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０
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６
９

   

今
月
の
用
語
集

※
１
　
Ｅ
Ｖ（
電
気
自
動
車
）

　
エ
ン
ジ
ン
の
代
わ
り
の
モ
ー
タ
ー

と
バ
ッ
テ
リ
ー
な
ど
を
備
え
、
ガ
ソ

リ
ン
を
使
わ
ず
に
外
部
か
ら
バ
ッ
テ

リ
ー
に
充
電
さ
れ
た
電
気
を
使
っ
て

走
行
す
る
自
動
車
で
す
。

※
２
　
超
小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ

　
自
動
車
よ
り
コ
ン
パ
ク
ト
で
小
回

り
が
利
き
、
環
境
性
能
に
優
れ
、
地

域
を
手
軽
に
移
動
で
き
る
１
人
乗
り

程
度
の
車
両
で
す
。
な
お
、
運
転
す

る
に
は「
普
通
自
動
車
運
転
免
許
」が

必
要
で
す
。

※
３
　
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

　
特
定
の
自
動
車
を
複
数
の
者
が
共

同
で
利
用
す
る
仕
組
み
で
す
。
車
の

効
率
的
な
利
用
を
促
す
だ
け
で
は
な

く
、
環
境
負
荷
を
低
減
す
る
な
ど
の

効
果
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

【問合先】＝本庁新エネルギー対策課新エネルギー対策グループ　 （23）5111（内線 5521、5522）

Vol.3

電気自動車
（ＥＶ）には
乗ったこと
がないね。甑島に行っ

て乗ってみ
ようよ！

熱男さん

森三さん ウミさん 水枝さん

　
３
回
目
の
今
回
は
、
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の
具
体
的
な
事
業
と
し
て
、
今
月
か
ら

甑
島
で
実
施
し
て
い
る「※

１甑
島
Ｅ
Ｖ（
電
気
自
動
車
）レ
ン
タ
カ
ー
導
入
実
証
事
業
」と「
超※
２

小
型
モ

ビ
リ
テ
ィ
導
入
実
証
事
業
」に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

普段の買物や通勤、
ちょっとしたお出か
けにぴったりサイ
ズ。とってもエコ !!

風太くんひかりちゃん

これなら狭い道路
でも安心だから、
私たちも乗ってみ
たいね。

導入車両（電気自動車）
[メーカー ]＝三菱自動車工業㈱
[車名]＝ｉ-  ＭｉＥＶ（アイミーブ）
[乗車定員]＝４人
[充電時間]＝約７時間で満充電
　　　　　　　（普通充電器使用時）
[満充電での走行可能距離]＝180㎞
　　　　　　　　　　　　（公表値）

導入車両（超小型モビリティ）
[メーカー ]＝トヨタ車体㈱
[車名]＝ＣＯＭＳ（コムス）
[乗車定員]＝１人
[最高速度]＝時速60㎞
[充電時間]＝約６時間で満充電
　　　　 (家庭用コンセント使用)
[満充電での走行可能距離]＝50㎞
　　　　（市街地走行での公表値）

次
回
は
10
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

10広報薩摩川内　2013.8.10

　７月９日（火）、トサカノリ採り解禁を受
け、漁師３人が西海岸の漁場に潜り、約
1400kgを甑島漁協鹿島支所に水揚げしまし
た。今年は、例年に比べて量も多く、きれ
いなトサカノリとのこと。鹿島地区コミュ
ニティ協議会では、約 300kgを加工し土産
品などとして販売する予定です。

　７月 16 日（火）、県大会を勝ち抜き、８
月に行われる全国大会出場（福島・東京）を
決めた大

だいごう

軣ソフトボールスポーツ少年団と
大軣 Jr. バレーボールスポーツ少年団が上屋
和夫教育長を表敬訪問しました。それぞれ
県大会の報告を行い、全国大会への意気込
みを述べました。

ト
サ
カ
ノ
リ
採
り
解
禁

色
鮮
や
か
な
甑
の
海
の
幸

快
挙
！
２
チ
ー
ム
が

そ
ろ
っ
て
全
国
大
会
へ

ま
ち
話
題

の

市
内
各
地
か
ら

朱
色
に
色
づ
い
た
ホ
オ
ズ
キ
が

　
　
　
　夏
の
訪
れ
を
告
げ
ま
す

(

祁
答
院
町)

平成 25年 7月 13 日撮影

犯
罪
・
非
行
の
な
い

安
全
・
安
心
な
薩
摩
川
内
市
に

　7月 6 日（土）、大馬越地区コミュニティ
センターで｢さなぶり会」が開催されました。
当日は、参加者全員で作った料理をいただ
きながら、田植えの労をねぎらいました。
また、国際交流員の周

しゅうれい

瓴さんを招き、中国
の歴史や文化についても学び交流を深めま
した。
【写真提供】＝同地区コミュニティ協議会

　７月４日（木）、長浜小学校の１～４年生
が、櫓で船を漕ぐ体験活動｢和船遊び｣を行
いました。地域の指導者の助言や補助をも
らい、みんなで力を合わせ、悪戦苦闘しな
がら、和船を少しずつ前へ進めることがで
きました。郷土の美しい海での活動を満喫
し、笑顔いっぱいの子どもたちでした。
【写真・記事提供】＝同小学校西教頭先生

田
植
え
の
労
を
ね
ぎ
ら
い

さ
な
ぶ
り
会
開
催

　７月１日（月）、薩摩保護区保護司会、川内・
入来地域更生保護女性会、川内地区ＢＢＳ
（青年ボランティア団体）会員が、岩切秀雄
市長に、｢社会を明るくする運動｣の法務大
臣および県知事メッセージを伝達。より良
い社会実現に向け、市との連携を深めまし
た。

祁答院

入来

鹿島

下甑

郷
土
を
愛
す
る
心
を
育
む

昔
な
が
ら
の
櫓ろ

漕
ぎ
を
体
験
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